
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年1月２９日（日） プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶 

ゴスペル・タイム  主は素晴らしい/Amen 

 

黙祷/祈り 

讃美      新聖歌２６６番「罪とがを赦され」  
            谷川の流れを慕う鹿のように/天にも地にも 

 
 

ヤベツの祈り 
 

聖書朗読 マタイによる福音書４章１７～２２節  
（口語訳 P.４） 朗読：平松友子さん 

 

特別音楽 小山勇児さん （ヴァイオリンの演奏） 
          Be still my soul 安かれ我が心よ 
          シベリウスの交響詩「フィンランディア」の旋律が用いられた讃美歌 
 

       To God Be The Glory 主イェスをほめよ 
          世界中で歌われている、ゴスペルの巨匠アンドレ・クラウチ作曲の賛美

 

       シリーズ・イェスのように❶ 

お話       Follow Me   牧師 倉知契 
 

 

献金と讃美  驚くばかりの恵み 
 （献金係： 宮之原賢晶さん・持田樹理さん） 

 

 

頌栄      主はいま生きておられる 

祝祷 
 

 

 

Follew Me 
わたしに ついてきなさい 
 

今回、「ついてゆく」という御言葉を黙想し、思い巡らせ、教えらたことをシェア

させてください。 
 

 そもそも私たちは、生まれながらに、誰かに、あるは誰かの成した何かに「つ

いてゆく」ことで成長してきたはずです。話すことも、歩くことも、遊ぶことも、

学ぶことも、仕事することも、お手本がいて、それに倣って、ついていったから

こそ出来るようになったのです。そう考えると「ついてゆく」ことは突飛なこと

ではなく、人間の性質（nature）のひとつと言えると思います。 
 

 「ついてゆく」ことは、その人のようになることです。自然とそうなると言う

か。まったく同じになる訳でなくても、きっと似てくるはずです。考え方、価値

観、選択基準、行動。その人のそばにいて何の影響も受けないなら、ついてい

ってるとは言えないかも。ですから、誰に（あるいは何に）ついてゆくかは人生を

左右します。皆さんは、一日、一週間、どんなことに一番時間とエネルギーを費

やしているでしょうか？もしかすると、それこそ私たちが「Follow」しているもの

であり、「Follow」しているような私たちになっているのかもしれません。 
 

 そして、「ついてゆく」のには「信頼」が必要です。信頼がなくなった瞬間、つい

てゆくのを止めたり、別の物に鞍替えしてしまいます。ですから、Follow とは目

に見える行動以上に、内側の姿勢、その存在への信頼の証と言えるでしょう。 
 

 ですから「ついてゆく」とは、信頼すること、時間を費やし、その存在のように

なること。そしてそれは誰にでもできることです。そもそもキリストは、地方の

名もない労働者に声を掛けられました。もしあなたが、喧騒とした日常から離

れ、心の耳を澄ませるなら、きっと聞こえてくるでしょう、２千年前、ガリラヤ湖

畔で働いていた漁師たちも聞いた言葉…「Follow Me  私についてきなさい」 

司  会    ： 松井大宜さん 
ピアノ    ： 小島明美さん 

ドラム    ： 小山勇児さん 

アシスト ： 大神美乃さん 

 

米田香さんのピアノ・ソロ・アルバム。お聴きに

なられましたか？牧師の書いた推薦文をシェアします！ 
 

軽快で心地よく清々しいピアノ・ソロ！ゴスペルのタッチ

から、Jazzy（ジャジー）なフレーズ、そしてクラシックを感

じる旋律。誰もが知る名曲と讃美歌をオリジナリティ溢

れて楽しめます。何より、米田香さんのゴスペルと神様

への情熱が「Presence」となって体感できる最高のフ

ァースト・アルバム！ぜひお求めください！ 
 

瀬戸カルバリーチャペル牧師 倉知契 

 

倉知牧師の 

連載コラム 

【土の器】 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【チャペル・ニュース】 
 

◆ 皆様を心から歓迎いたします。礼拝後、珈琲タイムあり。 
   

 

◆今週の祈祷会（木曜１０時半～）はスペシャル・ゲスト！小山英児先生と奥様・晶
子先生がメッセージと賛美をしてくださいます。小山勇児さんのご両親で、栄シ
ャローム福音教会の牧師ご夫妻です。ぜひ特別な祈祷会にご参加くださり、霊
的恵みを受けてください！ ◆ライフアートスタジオはモンテッソーリ教室。 

 
◆2月の聖務表で、教会のお働きやご奉仕を確認してください。（来週・聖餐式） 
とくに3週目、19日には年一度の教会総会（年次感謝会）があります。礼拝後１５
分ほどで終了しますので、ぜひご参加くださり、教会の働きを覚えてください。 

 
◆先週の「被爆ピアノと平和コンサート」のためにご協力・ご献金・ご奉仕・お祈り
を心から感謝いたします。主に栄光をお返しします！有難うございました。 

 
 
 

 

 
 

 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 

489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64   0561-48-8899 
担当牧師：倉知契   kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝 10時半//ジョイキッズ 日曜朝 9時半 
礼拝（ミサ）を YouTubeからご覧いただけます。 

Seto Calvary Chapel × Seto Life Art Studio 

 

2023.１.２９（SUN） 

メッセージNOTE 
 

❶ ついてゆく（Follow）とは、どういう意味だと思いますか？ほかの言葉にすると？ 

 

 
❷ それでは、イェス様についてゆく！とは、どういう意味でしょうか？ 
  （弟子たちのように実際に目の前に見える方ではありませんので...） 

 

 
❸ あなたのするべき「ついてゆく（Follow Jesus）」は何でしょうか？ 今日の決心！ 

mailto:keikura@gmail.com

